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《保健体育科》

主体的に運動やスポーツにかかわる生徒の育成
一「わかるJと「できるJが共感し合える授業づくりを通して一

兼城雅也寧 山城友行* 砂川力也**

*琉球大学教育学部附属中学校 **琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

現代社会において多様な意義を持つスポーツは、

世界共通の人類の文化として人々の豊かな生活の創

造に不可欠なものとなっている。

我が国においては、スポーツ立回戦略の策定(平

成 22年8月)、スポーツ基本法の施行(平成 23年

8月)、スポーツ基本計画の策定(平成 24年3月)

など、新たなスポーツ政策が推進されており、文化

としてのスポーツとのかかわり方(する人、観る人、

支える(育てる)人)を楽しみながら、豊かなスポ

ーツライフを形成し、その定着をめざす「スポーツ

推進j のステージへの変革の時代を迎えている(1)。

とりわけ、我が国の人々が様々な運動やスポーツに

出会う場である教科体育においては文化的営み(2)と

しての運動やスポーツを教え、学ばせる機会として

の役割が期待されている。

このように、スポーツを取り巻く環境が変化する

一方、子どもの体力低下や積極的に運動やスポーツ

を実践する生徒とそうでない生徒の二極化などが依

然として大きな課題となっており、体育学習におい

ては子ども達の運動やスポーツに対する諸問題の解

決を図り、生涯を通じて主体的に運動やスポーツへ

かかわることができる資質や能力をはぐくむ指導の

工夫が求められている。

本校保健体育科では、これまで「生涯スポーツの

実践力を培う基礎・基本の習得と活JH能力J(平成

19年~平成 21年)、「習得した2走礎・基本を実生活

に活かす授業づくり J(平成 22年~平成 24年)を

研究テーマに、基礎・基本の習得(知識・技能)と

その活用能力(思考・判断)の視点から生涯スポー

ツ実践力の育成に取り組んできた。その成果として、

基礎的な運動の技能や知識を身に付け、それらを活

用して自らの運動課題を解決する力をはぐくむこと

ができたと考えている。

しかし一方で、は、本校生徒においても全国の子ど

も逮と同様に運動実践の二極化の実態があり、それ

に伴う体力の二極化もみられている。

人が行動を生起し、維持させ、方向づけるために

は動機づけが必要であり、長期にわたる定期的運動

行動の継続には、内発的動機づけや同一視的調整と

いった自律的な動機づけが重要であると言われてい

る(3)。

そこで、本校 1年生の 160名(男子 80名、女子

80名)を対象に、運動実践の動機づけを「運動に関

する自己決定動機づ、け尺度(松本ら 2003)Jを用い

て調査し (9月)、新体力テストのアンケー卜に 1

日の運動・スポーツ時間が 2時間以上と回答した積

極的に運動を実践していると考えられる生徒 (61名)

と 30分未満と回答した運動実践に消極的であると

考えられる生徒 (31名)で比較した。その結果、 30

分未満の生徒は2時間以上の生徒よりも内発的動機

づけや自律的な動機づけの得点が低く、非動機づけ

の得点が高いという傾向にあった(表 1)。このこと

から 1日の運動・スポーツ時間が 30分未満の生徒

は、運動やスポーツを実践する主体としての動機づ

けが十分でないために、運動やスポーツに対する関

心・意欲が低く、日常的な実践に至っていないとい

うことが考えられる。
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表1 r自己決定動機づけの比較」

k 動 調
運動に関する自己決定動機づけR度

18の連創・スポーツ

槌 整 2時間以上 30分未満

運動すること自体が楽しいから 4.4 4.0 

内 内 運動中はそれだけに没頭できるか 4.0 3.3 
高 発 発 運動は自分を満足さぜる活動だから 3.7 3.2 

的 的 運動を習得する喜びがあるから 4.2 3.9 

平均 4.1 3.6 
自 良いと思うので行うべきだから 4.1 4.3 
己

外
同 自分自身を高めるのに良い方浩だと思うから 4.2 4.1 

決

定 発
視

私にとって重要だと思うから 3.8 3.7 

度 的
的 自分が良くなっていくと感じることができるから 4.1 3.8 

平均 4.1 4.0 

なぜ運動しているかわからない 1.6 2.3 
;~ 皇霊

運動する理由はわからない 1.7 2.0 倍 動 調
機 整 運動する理由はなにもない 2.0 2.0 

平均 1.7 2.1 

そこで本研究では、新たな学習過程の工夫が求め

られている教科の現状や本校生徒の実態を鍛み、こ

れまで本校保健体育科が取り組んできた生涯スポー

ツ実践力の育成に関する研究を踏まえつつ、関心・

意欲を育む授業づくりを行い、自律的な動機づけの

もと、現在及び将来にわたって主体的に運動やスポ

ーツにかかわることができる生徒を育成する体育午:

習について考えていきたい。

また、副題にある「わかるJこと、「できるJこと

は、技能(動きやプレイ)が中心課題となる体育に

は欠かせないことであり、わかるようにしたり、で

きるようにしたりする過程を、動きや言葉を通して

他者と共有することで、わかったとき、できたときの

感動や喜び、を分かち合うことができる。その学習経

験や感動体験によって獲得し、深めてし、く運動・ス

ポーツ実践に対する自分なりの意義や価値、大切さ

が自律的な動機づけを高め、運動実践への主体的な

かかわりを促していくものと考えている。そして、

主体的な運動やスポーツへのかかわりが、子ども述

の活力ある豊かな生活を支える力、すなわち、未来

を切り拓く力となることを切に願っている。以上の

ようなことから、本研究テーマを設定した。

具体的には、現在、求められている教科体育の役

割を念頭に、本校研究の柱である知識構成型ジグソ

一法の手法を取り入れ、自律的な動機づけを高める

視点から「わかるJと「できるJが共感し合える授

業について計岡し、実践する。

E 研究目的

本研究は、現在及ひ

やスポ一ツにかかわることがでで、きる生徒の育成を目

指し、自律的な動機づけを高める視点から「わかるJ

と「できるJが共感し合える授業づくりについて研

究することを目 的とする。

E 研究内容

1 本校研究総論との関連

本校総論との関述から、本校保健体育科が考える

体育における「深い理解j と「対話」について以ド

に述べる。

(1) r深い理解」について

はじめに、理解の対象についてである。 ~t:v主スポ

ーツを志向する体育学:f-llでは、運動やスポーツに親

しみ、楽しむという「目的的価値Jが第一目標とし

て扱われ、それぞれの運動やスポーツが持つ岡有の

「楽しさ(機能的特性)Jを学ばせることに主眼が置

かれている。 f楽しい体育jの学習は、しばしば、楽

しければよいのかということが指摘されるが、ここ

でいう「楽しさJは、その時の運動欲求を満たすた

めの一過性の楽しさではない。なぜなら、それぞれ

の運動やスポーツが持つ固有の楽しさは、それ自体

で存在しているのではなく、構造的特性としてその

運動を特徴づける技能や知識、ルールなどと密接に

結びついて生み出される情意であり、そのため、そ

れぞれの運動やスポーツで必要とされる技能や知識

が「楽しみ方Jとして理解されなければ、「楽しさJ

を求める自発的で;=l::体的かっ継続的な運動やスポー

ツへのかかわりへと発展しないと考えているからで

ある。このことは、実際に運動やスポーツを行う子

ども達の姿からも言える。子ども達にとって楽しさ

は、楽しみ方を理解し、その運動やスポーツに適応

できる自己カ旬、てはじめてl\!.~ じることができるので

あり、行う運動やスポーツの楽しみ方がわからなけ

れば、自ら動くことができずに受け身になり、楽し

さを理解するには至らない。逆に、楽しみ方を理解

していれば能動的に持っている力を発揮し、ときに

はその力を高めながら運動やスポーツから符-られる

楽しさを精一杯、 l味わおうとする実態がある。
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そこで、体育における理解の対象は、運動やスポ

ーツが持つ問有の楽しさ及び楽しさを生み出すため

の楽しみ方と捉えている。

次に、体育における理解とはなにかであるが、来

原 (2012)は「体育授業での運動技能の習得・習熟・

向上・上達などの機子は、外部から見ても明白JW

であり、そこには「必ず技能そのものの理解や子ど

も相互が練習し上達し合うための話し合いや、コミ

ュニケーションのための言葉や動きの理解が付随し

ている。Jωとし、体育における「わかる(理解)J 

と「できる(技能の獲得)Jは表裏一体の関係である

ことを述べている。また、金子 (1988) は「ある運

動知識を知っているからといって、その運動を実現

できるということにはならない。 jω として、「畳の

上の水練Jを例に挙げ、「知る(情報の獲得)Jと「で

きる(技能の獲得)Jの聞には、「遂行の経験Jが不

可欠であるとしている。同様に、神山 (2013)は「こ

れは、『泳ぐ』ということが身体的理解の範鴎であり、

ことばによる理解ではなし、からである。J(i}と説明し

ている。つまり、体育における理解とは、「知るJこ

ととは区別され、からだを動かした感覚を通して得

られる身体的思解であり、[できる」ことと直接的に

結びついて「技能Jとして体現されるものと言える。

そして、その理解の深さは、技能の習得や向上とし

て把握することができると考えている。さらに、そ

の理解を他者に伝える場面iにおいても、自分なりの

理解として、!き|分が体感した楽しさや楽しみ方をよ

り具体的に伝えようとする「ことばj の内容にも変

化が現われると思われる。

以 tのことから、本校保健体育科における深い理

解とは、運動やスポーツの楽しみ方を理解しながら、

能動的に楽しさを得ることができる状態と考えてい

る。

(2) r対話Jについて

「対話j とは、「意味(言葉が示す内容)のズレを

すり合わせ、共有するプロセスjωであり、他者と

の問で行われるコミュニケーションの 1つとされて

し、る。このことをベースに、前項で述べた体育にお

ける理解との関連から「意味(言葉が示す内容)Jを

「技能(動きやプレイ)Jに置き換え、体育における

対話について述べる。

前述したように、対話は他者とのコミュニケーシ

ョンであり、「他者との対話Jとして捉えることが一

般的であるが、技能を中心線題とする体育において

は、それを獲得する主体である「自己Jと「身体感

覚Jとのコミュニケーションである「自己内対話J

が非常に重要となる。つまり、体育における「対話J

とは、“体話"(からだとの話、からだについての話)

として言い換えることができると考える。しかし、

「他者との対話Jが必要ないということではない。

他者は、「自己Jと「身体感覚Jのやりとりの中には

介入できないが、アドバイスとして身体を動かす感

覚、いわゆる「コツj に気づくきっかけを与える可

能性を秘めており、「自己内対話Jを円滑にするため

に重要である。また、集団での連携した動きを習得

したり、高めたりする場面における意見交換として

「他者との対話j は不可欠である。さらに、運動や

スポーツの手段的価値である社会性を身に付けるた

めにも大切な活動で、あると考えている(図 1)。この

ように、この 2つの対話は体育学習において技能の

脅得や向上及び目的の達成を目指す上で欠かせない

活動で、あり、本校保健体育科では、自己やチームの

技能の習得・向上及び目的達成のために、技能のズ

レをすり合わせ、共有し、修正するためのプロセス

として非常に重要な役割lがあると考えている。

図 1 体育学習における『対話」の場面

しかし、身体教育としての教科の特性や体力低下

の問題に対する運動量の確保が求められている教科

の役割から、長い時間身体活動を中断しての「対話J

は好ましくないと考えている。!WJきながら考える、

考えながら動く rI~I 己内対話」や身体表現としての
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動きを通した「他者との対話j を大切にしていきた

し、。

2 授業づくりについて

(1) rわかる・できる綬業j について

本校保健体育科では、学習場面iにおいて「わかるj

こと、「できるjことをより多く実感し、仲間と共感

することができれば、主体的に運動やスポーツにか

かわる「意欲jをはぐくむことができると考え、「わ

かるj と「できるj が共感し合える授業づくりを目

指している。ここでは本校保健体育科が考える「わ

かる・できる授業Jとその構造について述べる。

来原 (2012)は、子どもたちが「わかるj ために

は、「自分自身の体験を通して未知の物事を既知の

『我が物』にすること、『体得』することJ(9)が吊:要

であり、子ども自身の「わかったJという実感が大

切であると述べている。そして、わかる授業とは r-{-

どもたち自身の既知・既宵・既有の知識をもとに、

子どもたち自身の学背活動を通して、千どもたち自

身が未知・未習・未有で‘あった知識を獲得するJ(10) 

授業であり、間接的に指導されなければならないと

している。また、できる授業もその構造は同じであ

るとして「できる体育授業の成立領域J(11)を示して

いる。さらに、子どもたちがこの成立領域という既

知と未知の間の川を、 I~I 分の力で波るためには、学

習課題.にあたる「わかってほしいことJ、「できてほ

しいことJを子どもたち自身が目の前に据えて、対

踊怠~tJ
運動・スポーツ文化「楽しさJ←+
体育教育の内容「楽しみ方J←+

今持っZいる力
知識技能態度心的能力

など

図2rわかる・できる体育授業の構造」

c_ι-
とと

そして、その学習過程を知識構成型ジグソ一法の

手法に沿って、運動やスポーツの固有の楽しさと直

接的に結びつく「わかってほしい・できてほしい内

容Jをメインの課題として対象化させ、今持ってい

る力で・エキスパート活動に取り組ませながら気づき

を与え、ジグソー活動で仲間と協力して理解を促し、

クロストークで仲間と共にその楽しさを味わい、運

動やスポーツに対する自分なりの理解や価値を獲得

するという流れで計画し、 fわかるj と「できるJが

共感し合える主体的・自主的な学びj を創造したい

と考えている。

象化する状態を作り出し、その学習課題に対・して既 (2) r自律的動機づけj を高める学習過程

知・既習・既有の力を総動員して、未知・未宵・未 「動機づけは人が学官し、行動していくための前

有の力と結びつけようとする学背過程を構築しなけ

ればならないとしている。このことを参考に、これ

まで本校保健体育科が生波スポーツ実践力の育成の

授業づくりの拠としてきた上地 (2002)の f今持っ

ている技能で楽しむことを目指す指導J(12)の考えを

踏まえ、「わかる・できる授業jを今持っている力(既

知・既習・既有の力)で学智課題に取り組み、新た

な力(未知・未習・米有の力)として運動やスポー

ツの楽しみ方を身に付けたり、高めたりしながら、

運動やスポーツの楽しさを実感する綬業として捉え、

本科における「わかる・できる体育佼業の構造」を

図2のように定義した。

提条件J(13)であり、「動機づけを理解することは、

スポーツや迷動を実践したり、指導する上できわめ

て重要であるJ(14)と言われている。そこで本研究で

は、生徒が主体的に運動やスポーツにかかわるため

の「動機づけJに重点を置いて授業づくりを行う。

「動機づけJ~こは、「行動喚起機能J 、「行動維持機能J 、

「行動調整機能J、「行動強化機能j の4つの働きが

あり、なかでも I行動強化機能j は「動機づけがさ

らなる動機づ、けを生起させる働きJ(15)とされ、長期

にわたる定期的、継続的な運動行部jに重要な役割を

果たし、「欲求の充足Jの経験によってもたらされる

と言われている。この「欲求の充足Jを求めて行動

を起こすのが「内発的動機づけ」であり、外的な力
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表 2 r自己決定理論の概要J(荒木， 2011 Iこ加筆し、筆者作成)

行 動 非自己決定的 〈 〉 自己決定的

動機づけ 非動機づけ 外発的動機づけ 内発的動機づけ

無調整 外的調整 取入的調整 同一視的調整 統合的調整 内発的

運動する理由はない しか疋ない しなければならないから 重要なことだから やりたいから 行うこと自体が目的

自己調整 目的意識がなく、行 すべてにおいて当事 課題の価値観を認め、自 行動を自分の価値とし 運動を目的達成の手段 運動を行う」とが伺の
動する意図が欠如し 奮の行動は、外的な 己の価値観として取り入 て同一視している状態 として、望んで行動し 手段でもなく、ただ楽|
ている状態 力によって開始され れつつあるが義務的な感 ている状態 しみや満足を得る目的

る状態 覚を伴っている状態
自在it白蛤ま白

によって行動を起こすのは「外発的動機づけJと言

われている。これまでの動機づけ研究では、「内発的

動機づけJが自律的であり、「外発的動機づけJは他

律的とされ、教育においては望ましくないとされて

いた。しかし、最近の動機づけ研究である「自己決

定理論j では、運動やスポーツに対する「内発的動

機づけJは、「先験的に存在するものというよりも経

験的に形成されるJ(16)といわれ、外発的に動機づ、け

られた行動(他律的に動機づけられている行動)で

あっても、積線的にその価値を受け入れ、その行動

が自らの意思と判断で自己決定される内在化の過程

を通して、自律的に動機づけられた行動へ変化する

と言われている(表 2)。この自律的な動機づけを向

めるためには、「基本的心理的欲求jである自分に能

力があるということを確認したいという「有能さへ

の欲求j や自らが自らの行動の原因でありたいとい

う「自律性への欲求J、他者と良好な結びつきを持ち

たいという「関係性への欲求Jの3つの欲求を満た

す必要があるとされている。

細江 (2009)は、この最近の動機づ、け研-究に基づ

き「授業の流れを『やってみる~ wひろげる~ wふか

める』の 3つのフレームで構成するJ(17)ことを提案

している。この学習過程は、教師が提示する課題に

取り組むこと(やってみる)から始め、仲間と意見

やアイディアを出し合いながら、理解したことを広

げ(ひろげる)、それぞれの思いやこだわりを膨らま

せ、みんなで共有する(ふかめる)としづ流れで構

想されている。そして、「自律的動機づけJとの関係

を「教師が与えた最小限のやさしい内容や動きを、

まずやってみるという外的調整から始まって、おも

しろそうだと感じ、それを取り入れ、意味や価値が

自律性D唱ltJ状盤
で行われている状態

ある程度わかり始める(内的調整)と先に進んでも

っとその意味や価値を広げようとする内発的な学習

に進むJ(18)と説明している。さらにこの学習の流れ

は、 rwいかに』に学ぶかの側面に寄り添い、『気づき』

を契機に学びを広げていく考え方に依拠するJ(1ω 

ものであると述べている。この学習過程の提案は、

まさに知識構成型ジグソ一法の手法とも合致するも

のであると考えている。

また、別の動機づけ研究である人間の達成行動に

対する「有能さJを中核として概念化された「達成

目標理論J(2ωに関する研究によれば、自己の高い能

力を他者に示すことによって有能感を得ようとする

「成績目標J よりも、 r~1 己の能力の向上やそれに向

けての努力によって有能感を得ようとする「熟逮目

標Jの方が、「興味、楽しさ、競技意欲、内発的動機

づけ、運動の成績などと正の相関J(21)が示されると

いう。さらに、体育の授業を対象とした動機づけ雰

囲気の研究でも、学級が努力や熟達を重視する「熟

達雰囲気Jであると感じる生徒は、授業が楽しく、

一生懸命活動し、体育授業に対する緊張や不安が低

いという傾向があり、逆に「成績志向j であると感

じる生徒は、不平等感を持ちやすく、緊張や不安が

高くなり、動機づ、けが低くなりやすいという報告が

なされている(22)。このことから、体育学習における

知識構成型ジグソ一法の「メインの課題jには、「熟

達目標Jが望ましいと考える。この「熟達目標j は

「技能Jに関する内容になるが、求められる技能は

行う運動やスポーツの形態によって変わってくる。

個人種目であれば「個人的技能Jが、集団種目であ

れば主に「集団的技能Jがその運動やスポーツの「楽

しさJとの関連が深い。
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間接的指導を前提とした直接的指導が生徒の自発的

な活動に有効に働くとされている (24)。しかし、それ

は「教え込みJによる技能の習得を目指す指導では

なく「ともに学び育.ち-支援するJ(25)とし寸教Rifiの

役i'flJとしての「直接的指導Jでなければならないと

考えている。課題に直而している状況や生徒の実態

に応じて、直接、技能の fコツJや解決策を「与え

るj 指導.にするのか、それとも I引き 1:1:¥すJ指導に

するのかを判断しながら「もう一人の他者」として、

生徒側々の「自己内対話jやグループやチームにお

ける「他者との対話j を促し、円滑にすることで白

らの力で達成できたという「実感j が得られる指導

を心がけていきたい。

W 授業実践

1 単元『水泳:クロールJ(全 12時間)

(l) 本実践(3/12時間)の趣旨(7月 51::1) 

本研究の初年度ということで、知識構成型ジグソー

訟による体育学習の理論構築の位置づけとして本単

元を計阿・実践し、「メインの課題Jに対する生徒の

f対話j や「理解j の内容についてみとる。
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図3 rわかるj と「できるJが共感し合える体育授業の構想図

そこで、運動やスポーツが持つ回有の「楽しさ j

と直接的に結びつく「技能Jに焦点をあてて目燃を

設定し、 子どもたちに対象化させていきたい。

これらのことを前項の「わかる・できる体育授業

の構造j に組み込み、本校保健体育科が目指す「わ

かるJと「できるJが共感し合える体育授業の構想

闘を作J1.たした(図 3)。

(3) 木科の体育学習における教師の役割

教師の指導活動には、生徒に直接的に働きかける

「直接的指導j と間接的に生徒の活動をコントロー

ルする「間接的指導j がある。本研究は、間接的指

導である「知識構成型ジグソ一法Jによる体育の校

業づくりを行うことを目的としているが、まったく

直接的指導を行わないというわけではない。なぜな

ら、運動やスポーツの「楽しさ」の根底には「でき

るJ(達成)の喜びが存在しており、「達成行動j と

しての運動やスポーツという視点から体育学習の指

導を考えたとき、可能な限り「技能保隙とそれにII:IJ

けての丁寧な働きかけJ(23)が必要であり、そのため

のf直接的指導Jは欠かせないと考えるからである。

また、生縦スポーツ実践力をはぐくむ体育学習では、



(2) 単元について

水泳は、水中という非日常的な環境で行う運動で

あるため、「泳げる(できる)J、「泳げない(できな

し、)Jとしづ技能の習熟(泳力)の差がはっきりと表

れる運動である。泳げない生徒は、水中での呼吸や

浮くことに苦手意識を持っていて受け身になりがち

である。そのため自分の身体感覚を確かめながら、

どのように体を操作すればよいのかを考える「自己

内対話Jが停滞する場合が多い。そこで、次時から

の活動(クロールの泳力を高める活動)に主体的に

取り組めるように「自己内対話」や「他者との対話J

の基盤となるクロールの泳法について「自分なりの

理解Jを深めることを目的としている。

(3) 実践内容

① メインの課題について

個人の泳力を高めるという「熟達目標j として、

「クロールの理想的な泳ぎ方とは?J としづ課題を

設定した。クロールの泳法について「浮力を受ける

姿勢や推進力を妨げない姿勢を保持し、手の動作に

合わせてタイミングよく呼吸しながら、手足を使っ

て水を掴んだり、押したりするようにして進む。Jと

いう一連の流れを説明できることが本時のねらいで

ある。

② エキスパート活動について

水泳は、「浮く J、「進む」、「呼吸するj としづ技術

を組み合わせた技能によって成立している運動で、あ

り、泳法を習得したり、高めたりするためには「手

や足の調和のとれた動きJと「呼吸の仕方j に重点

を置いた学習が大切であるとされている。

このことから、各エキスパート課題を以下のよう

に設定した。

・エキスパート課題Ar浮く J

浮力を受けるための姿勢や推進力を妨げない姿

勢について知る。

・エキスパート課題B r進む①(手)J 

クロールにおける手の役割や推進力を得るため

の手の動作について知る。

・エキスパート課題cr進む②(足)J 

クロールにおける足の役割や推進力を得るため

の足の動作、速くや長くなど、泳ぐ目的によって、

足の動かし方に違いがあることを知る。

-エキスパート課題o r呼吸をするJ

浮力を失わない呼吸の仕方や手との協応動作で

あることについて知る。

③ ジグソー活動について

エキスパート課題を通して知ることができたクロ

ールの泳法の構造について出し合い、意見を出し合

って「メインの課題j に対するグループの「解j を

まとめる。

④ クロストークについて

各グ‘ループの rfi伴Jを発表し合い、次時からの活

動の基盤となる「メインの課題Jに対する「自分な

りの理解Jを深める。

⑤ 実践の分析

本実践において本校保健体育科が考える「理解J

を深めるための「対話Jは、ワークシートや発話の

内容などからは、みとることができなかった。その

最も大きな原因は、「体験を通してJという体育学習

の柱となる身体活動の設定がなされていなかったた

めに「実感Jをともなった「対話jではなく、終始、

泳法の技能構造に関する情報を「知識Jとして「こ

とば」でまとめさせる活動になってしまったことに

よるためだと考えている。さらに、「メインの課題」

の「理想的j という表現が抽象的であり、子どもた

ちの実.態に即していないため、課題を対象化させる

ことができなかったことが反省として挙げられる。

その中で、本実践の成果について述べるなら以下の

ことが考えられる。

-本時で獲得した「自分なりの理解(知識)Jを次時

からの活動でイ中間へのアドバイスとして活かして

いたことから、技能の構造について「知る(情報

の獲得)Jことが「他者との対話jを促す可能性が

あるということがわかった。

• r知識j として獲得させる情報や「メインの課題J

は、その運動やスポーツに対する子どもたちの実

態(レディネス)に即した内容であることが大切

であり、そのために体育における知識構成型ジグ

ソ一法の学留過程を行う前段階として、「実践jを

通して課題を見極める必要性が認識できた。その

ことによって、子どもたちがより自己のものとし

て対象化できる「メインの課題jやそれを達成す

る手がかりとして、より具体的な「エキスパート

課題j が設定できるのではなし、かという考えに至

。。
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った。

-体育学習における「知る(情報の獲得)Jことと「わ

かる(身体的理解)・できる(技能の獲得)Jこと

は、区別されることが確認できた。

-体育学習における知識構成型ジグソ一法の単元計

画への位置づけが具体的にイメージできるように

なった。

2 単元「球技:ゴール型(バスケットボール)J

(全 14時間)

(1) 本実践の趣旨 (11月 3日....._，12月 12日)

本研究の検証授業として、「わかるj と「できるj

を共感し合いながら主体的にバスケットボールにか

かわり、「楽しみ方jや「楽しさJに関する「自分な

りの理解Jを獲得する体育学習を計画・実践し、そ

の結果を「技能Jの習得や向上の様子、課題に対す

る「解Jの変容及び、「自律的動機づけjの変化など

から考察する。

(2) 単元について

球技の「楽しさj は勝敗を競い合う「攻防」の中

にあり、その中でもゴール型に分類されるスポーツ

は、ボールをめぐって攻防入り乱れ、一定時間内に

おける得点の多さを競い合うという「楽しみ方Jを

持つ。チームとして「相手に勝つためJ'こパスやドリ

プル、シュートなどを駆使しながら、空いたスペー

スへ侵入してシュートを放っ集団的技能や戦術の競

し、合い、また、作戦を立てて勝敗を競う過程に「楽

しさJを味わうことができる。「技能Jの中でも主に

「集団的技能Jの高まりが「楽しさj と関連の深い

スポーツである。

本単元では、校種間の接続や発達段階を踏まえ、

小学校で‘の「簡易化されたゲームで、ボール換作や

ボールを受けるための動きによって攻防をするJ学

習を発展させて、「攻防型Jのゲーム展開ができるよ

うにすることを目標とし、「空間に仲間と連携して走

り込み、防衛lを破ってシュートを成功させるJため

の f攻撃に関する集団的技能j に重点を置いた学習

を行った。 ドリブルやパス、シュー卜などの「個人

的技能j については、毎時間のウォーミングアップ

として取り組む「ドリルゲームj の中で必要に応じ

て全体や倒別に指導することにした。

(3) 実践内容

r 7]<泳j による検証授業の成果と課題を踏まえ、

単元のはじめに「リーグ戦 1Jを行い、生徒の「楽

しみ方j の実態(レディネス)として「攻撃に関す

る集団的技能Jの段階を確認した。その結果、身体

技触によるファールが多く、個人技能に優れている

生徒がボールを保持し続けて強引にシュートを放ち、

その様子を他のメンバーが足を止めて見守-るという

I密集型j、「単線型j といわれるゲームの様相が展

開された。早い攻守の入れ替わりについていけない

生徒やファールを怖がりプレイにかかわれない生徒

が目立ち、「できる一向のシュートの成功如何で勝敗

が決-まるという初歩的なゲーム内容であり、バスケ

ットボール本来の「楽しさj や f楽しみ方Jが十分

にsI!解されていない実態が把握できた。

そこで本単元は、自らの体験を通して「楽しみ方J

や「楽しさJを理解することができるように知識構

成型ジグソ一法のすべての活動を「ゲーム(体験)J 

を用いて計画し、 1学年2クラス(抽出学級)を対

象に次の内容で、授業を行った。

① メインの課題

生徒一人-人が、自己の「熟遠目標」としてバス

ケットボールの「楽しみ方J，こ関する課題を対象化

し、主体的に仲間と協力して攻般に|期する集団的技

能を高める活動に取り組めるように、「どのように攻

めれば、成功しやすい状態でシュートが放てるか?J

という「問しリをメインの課題として設定した。

② エキスパート活動

ゴ、ール型スポーツの攻11警における原則的プレイは、

「シュートをするj ことであり、そのために「ボー

ルの所有を失わなしリことや「相手の防御を破るJ

ことが求められる。しかし、生徒の実態は「ボール

を保持しても次のプレイに対するイメージが持てず、

ボ.ールを仲間やゴールまでつなげることができない」

ことや「ボールを持たないときの空間への走り込み

ができなしリことが課題となっている。そこで「ボ

ールを保持したときの状況判断j や「ボールを持た

ないときの動きJに荷主lさせる難易度に差をつけた

3つのタスクゲームをエキスパート課題として準備

し、自己の f今持っている力」に適した課題を選択

させ、各課題の fねらし、」に気づかせるための「閉

しリを意識しながら行わせた。
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0 エキスパート課題A(難易度:易しし、)

内 容 f4vs3ゲーム(ドリプル無し)J 

ねらい
①空いている昧方を判断をする

②ポールがつながるスペースに動くことを理解する

問
①ドリブルを止められだらどうすればよいか?

②ボールを持疋ない人は、どのように動けばよいか?

0 エキスパート課題B (難易度:静通)

内容 「時間差4vs3ゲーム(ドリブル育り)J 

ねらい
①どの按能を発揮すべきかを判断する

②素早く多くの人数で攻撃することを理解する

問
①ポールを保持したとき、どのような判断をするのか?

②アウトナンバーで攻める利点は伺か?

0 エキスパート課題c(難易度:難しし、)

ねらい|協力してスペースや空いている人を作り出すことを理解する

スクリーンプレーを使って攻める利点は伺か?

③ ジグソー活動

(1) 戦術の確認

白チームに各エキスパート課題を紹介し、ゲーム

を行いながら理解したことを伝え合い、他グループ

との「試しのゲームj での攻め方について考える。

(イ) 試しのゲーム

他グループと行うハーフコートでのタスクゲーム

(攻撃5人対防御4人)を通して、得点を奪うため

に「仲間と連携した動きJや「ゴール前の空間j を

意識して攻めることができるかを確認する。

④ クロストーク

「試しのゲームj や「リーグ戦IIJを楽しみなが

ら、「気付いたこと」や「考えたことJをチーム内や

他チームと意見を交換し合い、集団的技能をさらに

高めたり、戦術を再構築したりする。

⑤ 各活動におけるグループ編成

fバスケットボール経験者J、「ゴール型スポーツ

経験者J、「その他のスポーツ経験者J、「スポーツ未

経験者j の人数にできるだけ差が仕!ないようにチー

ムを編成し、エキスパート活動は各チームの代表同

士で取り組み、ジグソー活動及びクロストークはチ

ームや学級全体で行わせた。

(4) 本実践の検証

① 検証方法

抽出生徒及び抽出学級(1学年2学級)を対象に

表 3の内容で、本実践の検証を行った。

表 3 本実践の検証方法

頂 目 目 的 方 法

ア 「妓能Jの変容
「掻能(動きやプレイ)J 記録動画の「軌跡図Jと
の把握 rGA問Jによるゲム観察

イ 「メインの課題Jに 「理解Jの狸得や深まりの ワークシートによる「こと
対する『解jの蛮容 把握 ぱJによる「解Jの内容

ウ学習の織子 「対話」のみとり
「学習力ード」や「単元のま
とめ」の記述内容

工 『楽しさ」体騒 「楽しさJの実感の確認
単苅後の「アンケート調査J
による把握

~ ~自律的動惜づけJ 主体的!こ運動やスポーツに
協調学習前後の『運動に闘す

の変化 かかわる意欲の確認
る自己決定動揖づけR度」の
恕値の比鞍

力基本的。理的欲求の 「自律的動機づけ」の変化
「有能さの認知J、 「自律性

充足 の恩師11
の認知」、 「関原性の認知」
の蛮化

② 抽出生徒の変容

スポーツ経験やリーグ戦 Iの様子などを踏まえて

3名の生徒(上位 1名、中位 1名、下位 1名)を抽

出し、表 3の全ての項目について検証した。

(1) r技能(動きやプレイ )Jの変容

リーグ戦 1• nにおけるゲーム中の「集団的技能J

の習得と向上の様子を「軌跡図Jと「ゲームパフォ

ーマンス評価法 (GPAI)Jの3項目(表4)を用いて

把握した。

表4 本実践の rGPAIJによる観察項目と定義

観察項目 定 韓

関 堕 ゲームの流れに対応して自分のポジションを調整すること。

技能発揮 選択した按術を如果的に発問すること。

サポート 味方のチームがポールを保持している状態で、パスがつなが
りやすい埠所ヘ移動するポールを持たない動きのこと。

0生徒A(上位)の変容

-軌跡図(ゲーム中の生徒Aとボールの軌跡)

-GPAI (数字は回数)

リーグ戦 I

悶堕|サヨコ「銭能発濁

:1 7 

~I 15 
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生徒Aは、男子バスケットボール部員でGチーム

のリーダーである。リーグ戦 1• 11のいずれにおい

てもボールの動きに対応して、コートを広く移動し

常にゲームにかかわっている儀子がうかがえ、「ゴー

ル前Jの侵入が活発で積極的な攻略参加が見られる。

さらに GPATの値にもほとんど変化がなく、個人の技

能を発揮しながらゲームに参加していることがわか

る。

0生徒B (中位)の変容

-軌跡図(ゲーム中の生徒Bとボールの軌跡)

• GPAI (数字は回数)

芸I 3 

~I 6 

生徒Bは「その他のスポーツ経験者j で、女子の

中でも活発な生徒である。リーグ戦 Iで、はパックコ

ートから出されるロングパスに対応し、シュートも

積極的にねらったが、フロントコート内でのプレイ

のみであった。しかし、リーグ戦Hではパックコー

トからサポートに入りパスをつなぐ役割やゴール前

に走り込んで、パスを受けシュー卜を放つなど、リー

グ戦 Iよりもバランスよくプレイすることができる

ようになっている。

0生徒c(下位)の変容

-軌跡、図(ゲーム中の生徒Cとボールの軌跡)

-GPAI (数字は回数)

リーグ戦 I

m鐙丙石=工「一

芸I0 

高I2 

リーグ戦E

生徒Cは「スポーツ未経験j の女子生徒で、あま

り活発な生徒ではない。リーグ戦 Iではコート中央

での「直線的Jな動きが中心であり、「ゴール前Jへ

の侵入が見られない。さらに、 GPAIの攻撃に関する

値はいずれの項目も 0回であり、全く攻撃に参加し

ていないことがわかる。しかし、リーグ戦Hの軌跡、

図ではゲームの展開に対応しようとする「曲線的J

な動きが見られるようになっており、「ゴール前Jへ

の侵入も行われている。また、「調盤Jと「サポートJ

の同数が多くなっていることや「技能発揮Jの場面

がみられることから、攻撃の仕方について理解し、

積極的にゲームに参加している様子がうかがえる。

(イ) rメインの課題j に対する「解Jの内容

「どのように攻めれば、成功しやすい状態でシュ

ー卜が放てるか?J という「メインの課題j に対す

る「ことばJ による「解J を表~5 の評価規準を基に

評価し、「協調学官前(リーグ戦 I終了後)J、「ジグ

ソー活動後(リーグ戦H開始前)J、「単元のまとめ(協

調学宵後)Jで内容を比較した。

表 5 rことぱ」による 『解Jの評価規準

5平1面 評価規準

A 
「ゴール前の空間J、 「仲間との連携」、 「個人的技能の

発担Jのすべてを意識した内寄である。

B 
「仲間との連胞Jと「個人的筏能の発問Jが記述されてい

る内容である。

C 
「個人的按能の発問」のみの記述か、重要なことが記述さ

れていない内密である。

0生徒Aの「角平j の内容

fことばJによる「解j のl'司令・ 評価

学習前
スクリーンなどを使ってノーγ ークをつくる

B パスで相手をゆさぶる

ジグソー みんなが I】(攻防型)を考えて、動けるようにな
C 

活動iを れば、メインの課題は解決すると思うら

ノーマークをつくる。 (スクリーンなど)その

Iiljef]) ノーマークが「あいている j と仰を111す
A 

まとめ ポジションを決めて、一人一人が Iここでもらえ

ば打っていいj という意識をもっ。

f学習所JJの段階から、専門的な知識を活かし「ス

クリーンj によってノーマークの味方を作り、パス

をつないで守備を崩すという考えを持っている。そ
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の後、リーダーとしてチームの課題を分析している

ようだが具体的な内容は記述されていない。最終的

には「一人一人が『ここでもらえば打っていい~J と

いう表現で Iゴール前の空間Jを意識した記述が見

られるが、プレイに対する向い知識や技能とは異な

り、併の変容から理解の深さをみとるのは難しい。

O生徒Bの「解Jの内容
『ことばJによる「解j の内容 Il'I~ fIili 

t響ち者・いてリングをしっかり見ながら放つ。 リン

マ:符liil
グの悶 flJの角会ねらう。ディフェンスがされてい

B ない人にパスをlHすのいろんな人にボールをまわ

スベースをさがして、あいているところにいった

ジグソー
りする。自分がボールを持っているときは、 ドリ

i!i!M 後
プルをしたり、デイブヱンスされていない人にパ B 
スをだす。声を111すとボールをもらうことができ

るけ

相手のチームにヂイブヱンスがされていない人に

パスを111して、じゃ去を:されない状態でシュート

全般てば、成功しやすくなると思う。ボールをも

tit it;ぴ〉
らったら、すぐにシュートを肱つんじゃなくて、

あわてずに自分がシュートを肱ったら成功しやす A 七とめ
いところまでドリプルでいって、それから滞ちtf
いて、シュートを放っω もしも、シュー卜が入ら
なかった時のために、ボールを持っていない人
{ま、 リノくウンドをとる。

「学習前Jには、個人的技能の視点で、シュートを

成功させることやディフェンスを避けてパスをI:Hす

ことが苦かれているが、 fジグソー活動後jには、「ス

ペースをさがして あいているところにいったりす

るj ということに気づき、「空間への移動Jや f仲間

との述悦j を意識している様子がみられる。さらに

「単元のまとめJでは、 ドリプルによるゴール前へ

の侵入やオフェンスリバウンドに関する記述が見ら

れ、攻撃の仕方について理解が深まっていることが

線認できる。

0生徒Cの「解j の内容

fことぱj による「解Jの内容 J干耐li

同りにいる相手が少ない }jがいいから、パスをた

学ザitIIf くさんして、ゴールする人の同りに、相手を悶ま B 
らせないようにする。

ジグソー
コートを広く使って、フリーの人にパスをいっぱ

活動後
L、する Q 伺手がゴールの近くにいたら、その人に B 
スクリーンをしてジャマできないようにする。

スクリーンプレーをして、コートを広く使うよう

にする。ゴール近くで*-ルを持っていても、た

!Il 元の くさん密集していたら、 -1m 1.広がってパスをして
A まとめ からシュートに向かう。ボールを持っていないと

きは、スクリーンプレーをして、空いていたら、

illを出してノ《スをとってつなげる。

「学留前Jの段階で、パスを用いてディフェンスを

分散させることについて記述していることから、仲

間と述燃して攻めることについて認識していること

がわかる。それが「ジグソー活動後jには、「コート

の広さ」や「フリーの人J、「スクリーンj というよ

うにプレイの内容が明確になりはじめ、さらに f単

元のまとめJでは、状況判断を交えながら仲間と連

携してコートを広く使うことや「ゴール前の空間J

を意識し無理なシュートをしないこと、空いていた

ら声を出してパスをもらうことについて説明してお

り、より具体的な内容になっている。

(ウ) 学習の様子

協調学習による「学びの過程j を I学習カードJ

の記述から読み取り、「対話j の内容を推察する。

O生徒Aの学習カードの記述内容

コ二 課題C
者ー ノーマークが 11りlできたら、その後いろんなプレーができる。 4

;" 対 3、4対 2になってシュートの成功が多くなる
ノ、

レ〆

グ 自分の知臓をみん々に教えることができたu

ゾ ジグソーをやって f攻防明j のゲーム展開ができた。

自分のことでは、みんなのおかげでノーマークをさがすのが上手
くなった内役初l士、ワンマンプレイを少ししていたが、みんなが

己主 f空いてる J ~ご}討を Ui してくれていたので、パスができるように
と なった。その後は、自分が決めなくても勝てるようななった。
lIJ チームでは、'今川、ていたら述慮なく打つという汚えだったので、

みんな打ってくれた。入らなくても全員でリバウンドをとれるよ
うになった口

「スクリーンプレーJの利点をジグソー活動で仲

間に伝え、他のエキスパート活動の内容と合せて「攻

防型Jのゲーム展開について話し合っている様子が

見られる。最終的には、自己の「ワンマンプレイJ

ではなく、状況を判断しながら「仲間との連携Jに

よってプレイすることができるようになったことに

対する仲間への感謝の思いが記述されている。バス

ケットボールに対する自己の個人的技能に偏ったプ

レイが、「仲間を活かすjという考えでのプレイに変

化し、「楽しみ方jや f楽しさjへの理解の深まりを

表わす内容となっており、その過程における「自己

内対話」や f他者との対話」が充実・していたという

ことが言える。

0生徒Bの学習カードの記述
課題B

3二 ボールを保持した時I士、あわてずに落ちついて、シュートやパス

キ をする。1I;Jりにハスができる仲間カ旬、なかったら、 ptを111してピ

ス ポットをして仲間が来るまで待つe シュートが打てない場所にい
ノ、 る時は、無理11にシュートを打たないのずっと動かない人にはF討を

カ叫する。

:; 
グ スクリーンが縦しかった υ 相手がとりやすいようにパスをIHす“
ソ パスがたくさん;主わるようにコートを広く使う。

最初 I士、ボールに ~;1ねしたり、ボールをもらったら 1 人でパスを
せずに強引にシュートを倣つということが n立っていたけど、エ

ま キスパートやジグソーをして、パスをつないだり、コートを広く
と 使って、フリーの人にパスをして、シュートを倣つことができた
11) のでよかったです。でも、まだフリーの人が見つけられなくて、

相手チームにボールをとられたりしたので、もっと}討を出してた
くさん動けばよかったなと思いましたι

エキスパート沼-動で、落ち着いてプレイすること

-107 -



や「ピボットJを用いながらパスコースを選択する

こと、無理なシュートをしないことなどを理解し、

ジグソー活動で、は、「相手がとりやすいようにJと受

け手への配慮、をしながらパスを出すこと、さらにコ

ートを広く使ってパスがつながりやすい位置関係を

大切にすることなどを学んで、いる。「まとめjの段階

では、学んだことを活かしながらプレイした様子が

記述さているとともに、課題を挙げて、さらに「楽

しみ方j を高めようとする姿がみられる。これらは

「エキスパートやジグソーをしてJ学んだことであ

り、「対話Jによって理解を深めることができたこと

を意味するものであると捉えている。

0生徒Cの学習カードの記述

課題A
コニ 周 t)会見てれ1['がL、ないところに肋くようにして、そこでパス合
キ もらえl:r相手にとられることはなし、と思いました。ピボットを寸ース るか、してもとられそうだったらチームの人に近くまで*ても，、

らってその人にパスをするの
受けるために、どう動けばいいか考えられたけど、もらったn!tL 
必早く!IiIJけるようにしたい。 ドリプルした}jがいいときと、十ぐ

:; 空いてい右人にパスした }Jがいい時と lま男11できるようにしたい!'I
グ 分から，じって1&りに行くようにl.tしたけど、みんなが集まってい、F たので広がることも大事かなと思い主した口やっていても見てい

ても主だコートが広く使えていなL、とさがあるのでコートは広く
使いたいり

はじめは、パスも全然つなげられなくて、戸も/11していなかった
ので、以合中立っているだけが多かったけど、エキスパートで、

ま どの上うに ~øJ けはいいか考えて、'，'jJ りを比て、動けるようになっ
と たのでよかったし、 i位初はグループのチームワークがなかったけ
め ど、，Iliし合いとかもみんなが参加していけるようになって、以fT

にれけたとしても、とても 2楽しくできましたの

エキスパート活動で、スペースに動いてパスを受

けることやドリブルがで、きない状況でも「ピボット j

で、ボールを保持し、味方につなげることを学んでし、

る。ジグソー活動では、ボールを受けた後の素-早い

攻撃の展開や次のプレイの選択、さらに「やってい

ても見ていてもJとしっかりと自分の視点を持って

プレイを分析し 「広がることも大事Jということに

気づいている口最終的には、学習前の課題と比l鮫し

て自己やチームの高まりを実感しながら、バスケッ

トボールの「楽しさ」を体験している様子が記述さ

れており、「立っているだけが多かった」自分が「対

話Jによる学びを通して f楽しみ)jJや「楽しさj

の理解を獲得する過程が表われている内容である。

(エ) r楽しさJ体験

各活動及び単元を通してバスケットボールの「楽

しさj が体験できたかを、独白に作成したアンケー

ト調査の結果(表 5)から把握する。「かなりあては

まるJが5、「まったくあてはまらなしリが 1の5段

階での回答である。

表 5 r楽しさ」の実感に関するアンケート結果
生徒八 '1:， i.t・I主 生徒 C

;t， リ 十~
ゲームに噴主力uできた 5 5 3 

('~ ゲ 111主 ゲームに 1'(献した 5 :3 2 b、
'ii民

J巴
I ~J11 ウヘ・ム<t.:~応しむニとが 、5 ‘5 3 .(>さ 1::

ペ》 ユー ゲームに珍初lできた 5 、戸， 4 :C¥' 

.c ユ4 ゥヘ'.l.、ぴ)J;l (";:0 ~、 ñt j1担角干
5 、戸3 4 

，;/1-

，、 T:さ1::

ゲームイピ来しむことがる 5 5 5 ;h 均投 ーでと里 tこ
ら休t

~t~S さがあった 5 5 5 L、二.、T、~:

"判 v、ジボール金持っている時
5 5 4 J己主 グプレイの選択ができた

:r ゾ ;g--11..-合同もっていない
5 5 4 る| 1I.'i'!ftJJ さの迦~N，ができた

ゲーJ、令都しむことが
5 5 5 .cさfこ

ね 1
ク ゲF → J、lこ禽孟 Jmて?さ Tこ 5 5 5 );、 l'

らグ 力、ー人
ゲームに此献した 5 4 4 t、 /'1， ト

III IRII E ぅ l ゲーム~;恥しむことが
5 5 ・5ク 'C' ぎた二

パスウットボール Ll r 悔しL、」
5 5 4 ど!~じた

jミノ〈スケットオトール(/)1:恥し.7j--Jj・1均1
5 5 4 ;;=，~併でさた

ノ 4 スケヴト ;l~' '1レυ)，恥しさ均q"'flfJe
5 5 5 r J l<f~J で，~たい

どの抽出生徒もエキスパート活動の「ゲームを楽

しむことができたJと回答している(表 5)。その理

由として、生徒個々の「今持っている力j を考慮、し

たエキスパート課題を設定したことで、主体的にプ

レイしながらバスケットボールに関する「戦術的な

ねらしリが理解できたからだと考えている。また、

その理解を持ってジグソー活動に取り組み、仲間と

の交流の中で、ボールを持っているH寺のプレイや持た

ない時の動きの選択ができるようになる新たな「気

づきJがあり、ジグソー活動のゲームも楽しむこと

ができたと忠われる。さらに、リーグ!被Hを「楽し

むことができたJ、「バスケットボールは楽しいと感

じたJ、「楽しさが仲間と共感できたJの回答が高い

値であることから、本実践を通して「楽しさj が体

験できたと推察できる。特に生徒Cは、リーグ戦 I

で‘低かったゲームへの「参加j と f員・献j も合せて

高くなっていることから、主体的にゲームに参加し

自己の技能(新たな力)を発揮しながらバスケット

ボールを楽しむことができたと忠われる。

(オ) r自体的動機づけJの変化

「運動に関する自己決定動機づ、け尺度(松本ら

2003J をJ山、て、本実践での運動行動に関する「自

己決定度Jを協調学習の前後で比較し、「自律的動機

づけ」の変化を線認した(表 6)0 rかなりあてはま

るjが5で、「まったくあてはまらない又は該当しな

しリが 1の5段階の回答で、表6の数値は 5段階の
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表6 抽出生徒の自律的動機づけの変化
動機 づけ 非 動 機 外兜的動機づけ 肉兜的

自己四畳 無 間 聾 外発的 取入的 同一視的 肉兜的

生徒A
1tIJ 1.00 1.00 1.00 5.00 5.00 

後 1.00 1.00 1.00 5.00 5.00 

1lfJ 1.00 1.00 2.00 5.00 4.00 
生徒B

後 1.00 1.00 1.25 5.00 4.75 

生徒C
官有 1.67 1.33 1.50 4.00 3.25 

後 1.00 1.00 1.00 4.25 4.00 

平均の値である。生徒Aに変化はなく、運動やスポ

ーツを行うこと自体に動機づけられる「内発的動機

づけJ及び「外発的動機づけj の中でも自律性が高

い、運動を自分の価値として同一視する「同一視的

調整Jが最も高い値の 5.00のままである。生徒Bは、

「外発的動機づけjのlやでも義務的な感覚を伴う「取

り入れ的調整Jの値が O.75ポイント減少し、「内発

的動機づけJがO.75ポイント増加している。生徒C

は、「非動機づけJ及び「外発的動機づけjの「外発

的調整j、「取り入れ的調整Jが最も低し、1.00に減少

し、「同一視的調整Jが0.25ポイント、「内発的動機

づけJが O.75ポイント増加しているロこの結果から、

本実践は中位及び下位の生徒に対して「自律的動機

づけJを高めることができる学習過程であり、上位

の生徒に対しても「動機づけj を低下させるもので

はないということが考えられる。

(カ) i基本的心理的欲求の充足j の変化

「自律的動機づけjを高めるためには、「基本的心

理的欲求Jの充足が重要であるとされている。そこ

で「自律的動機づけjの変化の裏付けとして、 I基本

的心開的欲求の充足」に関連の深し、「有能さの認知リ、

「関係性の認知J、「自律性の認、知Jについて調査し、

各項目の得点及び合計得点を協調学習の前後で、比較

した(表 7)0 i有能さの認、知Jに関する項目 (14項

目)は「運動の有能感に関する調査(岡沢ら 1996)J、

「関係性の認知Jに関する項目 (8項目)は「仲間

づくり調査票(高橋 2003)Jを用い、「自律性の認知IJ 

に関する項目 (6項目)は独自に作成した。 fかなり

あてはまるJが5で、「まったくあてはまらなしリが

1の5段階の回答で、表 7の数値は5段階の平均で

表7 抽出生徒の基本的心理的欲求の充足の変化

有能さ 関係性 自律性 合計得点|

生徒A
前 4.75 4.13 5.00 13.88 

後 5.00 5.00 5.00 15.00 

生徒B
前 3.75 4.63 4.00 12.38 I 

後 3.83 5.00 4.67 

生徒C
前 2.42 3.75 2.67 8.83 

後 3.08 5.00 4.00 12.08 

ある。生徒Aは、協調学習後に全項目で 5.00を示し、

合計得点も満点であることから、「基本的心理的欲求J

が満たされた活動で、あったと考えられる。また、生

徒B及び生徒Cにおいても各項目の値が高くなって

おり、前項の「自律的動機づけJの高まりを裏付け

る結果として考えている。

③ 抽出学級の変容

抽出学級として 1学年の 2学級を対象に本実践を

行った。その結果を表3のイ、エ、オ、カの4項目

で検証する。

(了) iメインの課題Jに対する f解Jの内容

表8 抽出学級の評価の割合

学級 学級A 学級B

評価 学習前 学習後 期間後 学習前 学習後 期間後

A 30先 88¥ 35覧 18% 85% 49九

B 60首 10九 60先 64% 15% 51% 

c 10先 3句 5先 18% 0九 0九

2学級とも I学習後j の「ことばJによる解が、

A評価に到達した生徒が 50%以上増加した。しかし、

2ヶ月後の定期テスト (2月実施)で出題したとき

には、学級Aでほぼ「学習前Jの割合に戻っており、

学級Bでも、「学習前jの割合よりは高いものの「学

習後j の割合よりは低くなっている。ただ、体育に

おける理解は「身体的理解」であり、学習内容の理

解が持続されていないということにはならないと考

えている。「楽しみ方Jがしっかりと理解されている

かをプレイの様子を観察しながら、次学年以降も継

続して確認してし、く必要があると考えている。

(イ) i楽しさj 体験

表9 抽出学級の評価の割合
ねらい I ねらいE ねらいm まとめ

リーグ戦 I 戦術学留 リーグ胤E L、/( みパ t卓八

やってみる ひろげる ふかめる
』ス 方ス 仲ス

実態抱姐 とケ 』ケ 問ケ
エキスパート ジグソー クロストーク 8・ν が 0;1 とツ

きたゲl きたゲl ことゲl きたゲ| 』とゲl 気づ ζとゲl きたゲl きたゲl とこゲl 
じト 理ト 『ト

たポ
解でポl 共$ボl 

ム i‘ がム J... カ(J.込 き 均fム i‘ i‘ がム
でを でを 市t でを でを

11- き11- ~ 11-

ー'

11 き圏置

ー'

き員E あ き.

ーー

軍1き~ t主 たの での
き援

1%1 冒E た し 加 た し つ たし 加 献 た し 型車 • たし
で で む で む た む で で む し し さ

学級A 4.5 3.9 4.5 4.7 4.7 4.8 4.9 4.8 4.2 4.9 4.9 4.8 4.8 

学級B 4.8 3.8 4.7 4.8 4.7 4.7 4.8 4.9 4.3 4.8 4.9 4.7 4.8 

学級A ・Bともに、「リーグ戦 1Jよりも「リーグ

戦llJの方が「ゲームを楽しむことができた」とい

う項目の値が向くなっている。「ゲームに参加できたJ

と「ゲームに貢献したJの項目も合せて高くなって

いることから、学んだ「楽しみ方Jを活かしながら

主体的にゲームにかかわって f楽しさJを味わうこ

とができる生徒が増えたものと思われる。これは、
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「バスケットボールは楽しいと感じたJ、f楽しみ方

が理解できた」、「楽しさが仲間と共感できたJの値

が高いことからも言える。

(ウ) i自律的動機づけj の変化

表10 抽出学級の自律的動機づけの変化

動植づIt 非動機づけ 外発的動機づけ 内発的動機づけ

自己調整 語調整 外的 取り入れ的 同ー視的 内発的

協調学習 前 佳 前 後 前 後 前 佳 前 後

Ave. 1.78 1.54 2.04 1.74 l却 1.49 3.91 4.15 4.03 4.21 

SDI 0.99 0.82 1.06 1.02 1.07 0.82 1.13 0.99 1.10 1.04 

p 0.000林* 0.000林$ 0.000林事 0.000林寧 0.005林

{梓Pく0.01特牢pく0.001)

抽出学級 (n=78) における「自律的動機づ、けJ

の変化を、対応のある t検定を別いて分析した(表

10)。その結果、「非動機づけJ及び f外的調整Jや

「取り入れ的調整」の怖が、協調学習後にいずれも

有意 (pくO.001)に低い値を示した。逆に、「同一

視的調整Jの値は、協調学習後に有意 (pく0.001)

に高い値を示し、「内発的動機づけ」の値も有意 (p

く0.01)に高くなった。このことから、本実践が「自

律的動機づけj を尚める可能性があると言える。

(エ) i基本的心理的欲求の充足Jの変化

表 11 抽出学級の基本的心理的欲求の充足の変化

抽出学級 (n=78) における「自律的動機づけJ

の高まりに重要とされる「基本的心理的欲求Jの充

足に関連の深い「有能さの認知J、「関係性の認知j、

「自律性の認、失IIJの変化を、対応のある t検定をJTJ

いて分析した(表 11)。その結果、全ての項目にお

いて協調学習後に有怠(pくO.001)に高い値を示し、

前項の考察を裏付けるものとなった。しかし、「有能

さの認知j の値が他の 2項目と比べて低い値である

ことには課題を感じている。

V まとめ

1 成果

• r知るj ことが「対話jを促す可能性があるという

ことがわかった0

・知識構成型ジグソ一法の学背過程を行う前段階と

して、実践を通して課題を見極める必要性が認識

できた0

・知識構成型ジグソ一法の単元計画.への位置づけが

具体的にイメージできた。

-体育において「わかる・できるj ことは、必ずし

も「ことばj として表わすことができるとは限ら

ないことがわかった。

・「今持っている力Jを考慮したエキスパート課題.の

設定により、主体的にかかわりながら I楽しみ方j

や「楽しさj の理解を促すことができた。

・rrJ f，ft的動機づけJを高める可能性が確認できた。

2 課題

・f有能さ jを感じさせるための課題設定の工夫が必

裂である 0

・アンケート調査の尺度を再度検討し、より客観性

の向い統計的な裏付けを行う必要がある。

3 研究2年次に向けて

「有能さj を実感させることに重点を置いて、各

課題や指導の工夫を行い、「自律的動機をづけJを高

める学習指導を実践していきたい。
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